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1 ．は じめ に

　本稿 にお い て は 、 IMO （国際 海事機関）及 び IACS （国際

船級協会連 合）の 動向を年 1回程度 の 頻度 で 紹介 して きた

が、時宜 を得 た最 新 の 情報を提供す る た め、こ れ らの 動向

を適 宜 紹介す る こ と と した。

　前号で は 「IMO の 動向」と して、　 IMO 第 85「ill　za　E安全

委員会 （MSC85 ）の 審議結果 を紹介 した が、今号で は 「IACS

の 動向」 と して 、IACS の 組 織 の 概 要、　 IACS で 審議 中 の 案

件及び IACSで採択 され た技術決議 の 内容を紹介す る 。

2 ．IACS の 目的、組織及 び IACS で の 本会の 役割

2．1　 概要

　IACS　（International　Association　 of 　Classification　Socie−

ties） は 、海上 の 安全 の 向上及 び 海洋環境 の 汚染防止 に 向

か っ て 活動す る こ と、関連す る 国際的及 び 国家的な海事組

織 との 情報交換及 び協調 の 場 を提供 し、世界 の 海事産業 と

緊密な協力 を行 うこ と を 目的 と して 1968年 に本会を含む 7

の 船繖協会 （ABS 、　 BV 、　 DNV 、　 GL 、　 LR 、　 NK 、　 RINA ） で

創設 さ れ た。現在、IACS に は本会 を含 む 11の 船級協会 （10

の 正会員 と 1の 準会員） が 加盟 して お り、総 トン数 ベ ー
ス

で 、全 世界の 90％以 ヒの 国際航海 を行う船舶 が IACS 加 盟 の

船級協会 に 登録 さ れ て い る 。

　本会 の 目的もまた、mCS の それを共有 し、船舶及 び 海洋

構造物の 設計、建造 か ら保守 に つ い て 世界的に 通用す る基

準 を本会独 自に 開発す る
．・

方 で 、 日本国内外 の 関連業界 の

意見に 耳を傾け、また 最新の 技術を適宜取 り込み、関連す る

技術的研究開発 に取 り組 ん で い る 。 本会 は 、 IACS の 活動 を

通 じ、こ の ような業界意見 や最新技術 の 世 界的 基 準 へ の 反 映

に努め る とともに、こ れ まで の 船級活動か ら得ら れ た経験・

知見 を も と に 合理 的な 基 準 が 策定 さ れ る よう、 積極 的 に働

きか け て い る。な お、本会 は こ れ まで 3度の IACS議長協会

（1971−1972年、198＆1990年、200（＞2001年）を務 め て きた。

　現在 、 議長協会 は 任期 1年 の 輪番制 と な り、毎年7 月か

ら翌 年 6月 まで の 1年間 Council及び GPG の議長を務 め、そ

の 前後 の 議長協会 が そ れ ぞ れ 副議長 を務 め る こ と に なっ て

い る。現在は GL が 議長協会を務め 、本会 が 副議長協会 を

務 め て い る が、2010年 7月 IU か らの 1年 間、本会 が 4 回目

の 議長協会 と なる 。本会 は 議長及 び 副議長協会 とな る 機会

を捉え、こ れ まで 以上 に、海上 の 安全及 び 海洋環境 の 保護

並 び に 海事産業 の 発展 に貢献、寄与すべ く、tACSの 活動 に

取 り組 ん で い る。

2．2　 1ACS の 組織

　 IACS に は 最終議決機関で ある CounciI、一
般的 な 政策検

討 を行 うGPG （General　Policy　Group ＞が あ り、そ の 下 に

主 に統
一
規則及 び 統

一
解釈等の 制定改廃 に か か わ る技術的

な検討 を行 う4 つ の 分野 （Hull、　Machinely 、　 Statutory及び

Survey） の Panel （技術部会）が ある 。　IACS の 組織 を 図 1

に 示す 。

tSG

：Small　Group，　EG ；Expert　Group，　PT ：Project　Team

　　　　　　　　図 11ACS 組織図
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　Pane1制 度 は 2005 年 1月 に 導入 され た もの で 、従来、船

体強度か ら機 関、材料、防火、検査等 に わた っ て各専 門分

野 毎 に階 層 化 され た 数 10 の 技術 グ ル
ー

プ が あ っ た もの を、

4つ の 技術 部会 （Panel）に 集約 して 、技術 案件を効率的 に

審議す る と共 に、技術案件 の 審議を行 っ て い た GPG が 政策

の 管理 事項 や 業界 対応 に専念 で きる よ うに した もの で あ る。

な お、本会 は 初代 の Hull　Panelの 議長を3年 間 （2005−2007

年）務 め、2006年 4月に発効 した mCS 共通構造規則 （CSR）

に つ い て は 、業界 の 強 い 要望 に 応えて 、そ の 相 互 検 証、運

用及び 改定作業 を 主導 した 。

常設麟 局 （Pe − tS 臘 臨 t）が 1992年 よ りロ ン

ドン に置か れ て お り、事務局長 1名 の 他、IMO へ の 対応業

務、議長 の 補佐等、事務局の 業務 を遂行す る た め 総勢約 10

名が そ の 任 に当 た っ て い る 。 また、IACS の 品質 シ ス テ ム を

管 理 す る た め の Quality　Committee 、特定 の 案件 を効率的

に 検討 して Councilや GPG に 答申する た め に 少数 メ ンバ ー

で 構成され る Smal 　Groupや、全船級 か ら専門家 が 参加す

る Expert　Group 等 が 設置 され て い る 。な お 、特定 の 技術

案件 を一
定期間内 に 効率的 に 遂行す る た め に 、少人数 で 構

成される Project　Tealn （胃 ）を各 Panelの 下 に設置 して 対

応 し て い る 。

2．3　Council （理事会）

　CounCi1の 役割 は、船級協会が、船舶の 安全 及 び海洋環境

の 保護 に か か わ る一
定 の 基 準 を維持す る上 で 、IACS が 極め

て 重 大 な役割 を果 た す こ と を周知す る こ とに あ る 。 ま た、

IACS メ ンバ ー
の 品質の 高さ及 び 船級 の 重 要性 を示すた め の

渉外や、IACS の 基 準 を満 た さな い 会 員 に対 す る 措 置 の 検 討

等 、 主 と して 政 治 的 な 決定 を行 う。 さ ら に、事務局長、

GPG 議長等の 任命、 予算の 議決及 び財政 上 の 取 り決め を行

う等、組 織統 治 に 関 す る決 定 を行 い 、IACS の 最 終 議 決 機関

と して の 役割を担 っ て い る。

2．4　GPG （
一般政策部会）

　GPG の 役割は、　 Councilが 決定 した 政策、 目標及 び長期

計画を実現 す るた め の 活動を展 開 し実施す る こ と、各Panel

の 作業範 囲 及 び付託事項の 定期 的 検証 、Panelの 作業計 画

及 び予 算 の 承認、Pane1か ら提案 さ れ る IACS 統
・
規則

（UR ： Unified　Requirement ＞、統
一

解 釈 （UI ： Unified

InterPretation）、手順要件 （PR ：ProceClural　Requirement）

及 び そ の 他 の 基準等 （付録参照） の 制定 ・改正案の 審議、

及 び こ れらの 技術決議 の 採択等 で あ る。また、特定の 技術

的案件 に 関 し、関連業界 との 共 同作業 グ ル
ープ の 設 立 を承

認 し、そ の 結果を Councilに報告す る こ と、IMO や そ の 他

の 機関に お ける 活動及 び作業計画 の うち、IACS 関連事項 に

対す る 監視、対応 等 も行 っ て い る 。

2．5　 Panel （技術部会 ）

　IACS の 各Panelの 役割 は 、そ れ ぞ れ の 専 門分 野 に 関す る

UR 及 び UI等 の 技術決議 の 作成 や 保守 を行うこ と、IMO 、

ILO 等 の 作 業 を 監視 し、必 要 に応 じて 参加 す る こ と、専 門

分 野 に 関す る 問 題 を識 別 し、工ACS と して の 対応 を GPG に

提案す る こ と等 で あ る。

　現 在 、前 述 の と お り Hull、　 Machinery 、　 Survey及 び

StatUtoryの 4つ の 分野 の Pane1が 設 立 さ れ て お り、各

Panel担当事項 は次 の とお りで あ る。

　（1）Hull　Pa皿el

　　　荷重及 び 強度、材料及 び溶接並 び に船体損傷等、共

　　 通 構造規則 （CSR＞を含む船体構造 に 関 す る全 て の 技

　　術 的 事項

　（2）Machinery 　Panel

　　　推進 シ ス テ ム 、補機 シ ス テ ム 、発宛及 び配 電 シ ス テ

　　 ム 、機 関 損傷等船舶 の 機関、電気及 び電 子 シ ス テ ム に

　　 関 する 全 て の 技術的事項

　（3）　Survey　Pane1

　　　船舶、構成部品及 び 材料 の 検査 及 び訛 明 に 関 連す る

　　全 て の 技術的事項

　（4＞　St乱tutory　Panel

　　　IMO 、　 ILO 等 の 国 際機 関 が 取 り扱 うISM 及 び ISPS の

　　証明 を含む 全 て の 技術的事項

2，6　Small　Group （SG ）及び Expert　Group （EG ）

　 2．2 項で 述べ た とお り、特定の 案件 を効率的 に 検討 し て

Councilや GPG に 答申する た め に Small　Group （SG ）及 び

Expert　Group （EG ）が 設置 され て い る 。

　 Council直轄の SG 、　 EG と して は、　 CSR 関連 の 問 題 を取

り扱 うSG ／CSR 、　GBS に 関連する 問題 を取 り扱うEG ／GBS 、

EU に 関連す る問題 を取 り扱うEG ／EU 等 が あ る 。

　 SG ／CSR は 本会 を含 め 4船 級協会 の メ ン バ ーか ら構 成 さ

れ て い る 。 本会 は、こ れ まで も CSR の 制定や 改 正 の 議論 に

主 体 的 に 係 わ っ て きた ほ か、「 重船 殻油 タ ン カ
ー用 CSR と

ば ら積 み 貨物船 用 CSR を調和 させ る ため の 活動 に 対 して も

積 極的 に 参加 し て い る 。 他 に も 、 本会 は 3．3で 紹介す る

IMO 　GBS に 関す る 専 門家 グ ル ープ で あ る EG ／GBS の 議 長

を務 め る と と もに、IACS の 全て の EG に参 画 す る等、　 H 本

を 中心 とす る 関連 業界 の 意見 を反 映す べ く積極 的 に 活動 し

て い る。

　 なお 、GPG 直轄 の EG と して は、　 GHG 等 環 境 関連 の 問 題

を取 り扱 うEG ／ENV 、　 PSPC 等 の 瞼 装 問 題 を取 り扱 う

EG ／Coating等が あ る。

3 ．IACS にお ける最 近 の審議 事項

3．1 概要

　IACS で は、前述 の ように、　 Councilに よ る EU 問題 の 検

討 とい っ た 政策的な議論か ら、各 Pane1に よ る 技術 的な議
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論 まで、様々 な審議 が行わ れ 、多様 な分野 にわ た る 数多 く

の 統
一

規則、統
一

解 釈等 を開 発 して きた。

　例 え ば 、 船体縦強 度 に関 す る 統
一

規 則 の 開発 （1989年）、

検査 強化 プロ グラム （Enhanced　Survey　Programme ：ESP）

が 適 用 され る船 舶 に対 す る検査 要件 の 策 定 （1992年）等が

あ る。

　また、最 近の IACSの 活動 及 びそ の成果物 の例 と して は、

次 の よ うな もの が あ る。

　 ・ 二 重 船 殻油 タ ン カー
及 び ば ら積み貨物船 を対象と した

　　 IACS共通 構造規則 （Cemmon 　Structure　Rule ：CSR ）

　　 の 策 定 （2006年）

　 ・ IMO 　GBS （3．3項参照） の Tier 皿 （船級 規則 等 の

　　 GBS へ の 適合検証）を最終化す る た め の 専門家 グ ル

　　
ー

プ へ の 技 術 資料 の 提供 （2007年〉

　 ・　SOLAS 　II−1／3−2規則 で 要求 され る IMO バ ラ ス トタ ン

　　 ク塗装性能基準 に対す る 統
・
解釈 の 作成 （2008年）

　 2．1項 で 述べ た IACS の 目 的の 促進 に資す る べ く、現在 も

様 々 な 案件 に つ い て 審議 を行 っ て い る が 、こ れ らの うち、

最近の 主な トピ ッ ク ス につ い て 以 下 に紹介す る 。

3．2　1MO 　GBS （新造船に 関わ る ゴール ベ ース基準）

　IMO 第 85 阿海上 安全委員会 （MSC85 ：2008年 12月開

催）で GBS 及 び 関連 SOLAS 改 TEitが ほ ぼ最終化 さ れ た が、

GBS 　Tier 皿 （船級規則等の GBS へ の 適合検証） に つ い て

は、必要経費 の 総額及 び誰 が経費 を負担す る か 等が 不明確

で あっ た こ とか ら合意が 得 られず、継続審議 と な っ た 。

　 こ の MSC85 の 結果 を受 け て 、　 IACS は、適 合検証方法 の

代替案 と して 船級 に よ る 自己評価単独 に よ る検証方法 を 第

86 回海上 安全委員会 （MSC86 ）に 提案 した。ま た、カ ナ

ダ、ノ ル ウ ェ イ及 び ス ウ ェ
ーデ ン の 共 同提 案 もあ り、最終

的に船級 の 自己 評価 と IMO に よ る技術監 査 の 組合せ 方式 と

する こ とで 合意 され た。

　 今 後 、GBS の 第 II階層 の 機 能 要 件 の う ち、　 IACS　CSR が

カバ ーして い な い 部分 （ギ ャ ッ プ）を特定し、必要に応 じ

て 新規 の 要件 及 び技術背景を開発 す る た め の 計画 案 を検討

す る予 定 で あ る。

3．3　極厚鋼板の ア レ ス ト性に関 する問題

　日本船舶海洋工 学会 （JASNAOE ）か ら近年大型化す る

コ ン テ ナ船 に使坩 さ れ る極厚鋼板 の 安全性 に関す る 報告が

IACS に提出 され た こ と を機 に 、コ ン テ ナ 船 の 極厚鋼板 の ア

レ ス ト性 につ い て Hull　Panel に お い て 検討 が 行 わ れ て い る 。

　 さ らに、YP47鋼 を用 い る 場合 の 要件 につ い て も統
．一一

的基

準 を 策定す る 必要が あ る と して 、極厚鋼板 の ア レ ス ト性及

び YP47 鋼 に 対す る 要件 を検討する 鯉 を立 ち．ヒげ た 。

　本会は 本 er に 参加 し、「脆性亀裂 ア レ ス ト設計研究委員

会」 の 成果及 び 2008 年 10月 に本会 よ り発行 し た 「大型 コ

ン テ ナ 船 の YP47 鋼 の 使用 に 関す る ガ イ ドラ イ ン 」の 内容 を

IACSの 統
一

基 準等に 反 映 させ る よ う働 きか け て い る。

3．4　高張力鋼の 使用基 準の 見 直 し

　船体縦 強 度 要 件 の 適用 にお け る 高張力鋼 の 使用 基 準 を規

定 して い る UR 　S4は 、2007年 4月 に降伏 応力が 390N／mm2

の 高張力鋼 （YP40鋼 ）に関す る 規定が 追加 され 、そ の 材料

係数 K は 0．68 と定め られ た。しか し なが ら、複数の船級協

会 が YP40 鋼 の 材 料 係 数 K （0．68）の 自船級規則 へ の 取 り入

れ を留保 した こ と か ら、留保事項 を解 消 し、統
一

的 に 運用

す る た め に改 め て URS4 の 見直 しが 行 わ れ て い る 。

3．5　防爆機器 の 検査要件の 作成

　SOLAS 等 で 参照 さ れて い る 防爆電気機器 に 関す る 規格 の

改正 に 伴 い 、危険場所 に 設 置 さ れ る 防爆電気機器 の 検査規

則及 び 同検査 に 携わ る 検査 員の 教育訓練指針の 策定 が 必要

と な っ た 。

　 こ の ため 、本会 も参加 し た H に て、爆発事故 の 原因 と な

りうる 電気機器 の 不良箇所 の 保守点検強化 と検 査 員 の 能力

向上 を図 る UR 案 と IACS 　Recom 皿 endation 案 の 作 成 を 行

い 、最終化 に 向けて 作業 を進め て い る 。

3．6　PMA に 関する UI　SG191 の 継続的見直 し

　固定点検設備 （Permanent 　Means 　of 　Access ：PMA ）の

「革新 的 な手段」 と 「代替手段」 に 関 し、各 メ ン バ ー
に 提案

さ れ た案件 に つ い て 、 統
一
した 承認 が で きる よ う検討 し 、

UI　SC191 の 継続的な 見直 し を行 っ て い る 。

　現在、日本 の 造 船 所 、メ
ーカ ー等 か ら受けた次 の 提 案、

質問 をSurvey　Panel及 び Vr で協議 して い る 。

　（1） 日本 の メ
ー

カ
ーか ら提案 さ れ た ば ら積 み貨物船 の ホ

　 　 　ール ドに 使 用 す る可 搬 式 足 場 の 承 認 方 法

　（2） ば ら積 み 貨物 船 の 貨物 区域 内 に あ るVoid及 び FOT

　　　に対する PMA の 適用

　（3）傾 斜 ラ ダーの ハ ン ドレール に必 要 な レール の 本 数

　（4＞ ラ ダーに設 け る プラ ッ トフ ォ
ー

ム の 要件

（5） 油 タ ン カ
ー

の 貨物 タ ン ク内の PMA に対す る COW の

　　　シ ャ ドウ ダ イ ヤ グ ラ ム の 要 件

（6） FOT に 要求 され る交通孔 の 配置 に つ い て

3．7 　非常用消火ポ ン プ の 吸込揚程 （IACS 統一解釈

　　 SC178 関連）

　火災安全設備 〔FSS ） コ
ード第 12章 2。2．1．3 にお い て 、非

常用消火 ポ ン プ の 吸込揚程 は、就航中起 こ り得 る 全 て の 傾

斜角及 び動揺 の 状態下 で SOLAS 条約及 び FSS コ
ードに規定

され る要件 を達成す る こ とが 規定 さ れ て い るが 、傾斜角及

び 動揺 に 関す る 要件 が 不明確 で あ る こ とか ら、こ れ らを 明

確 に す る 条文解釈 を検討 して い る 。

　2009年 2月 に 開催 され た IMO 第53回防火小委員会 （FP53）

に お い て は、通 常 の 航 海状 態 以外の 状 態 に 対す る規定 を以
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下 の よ うに 改 め た IACS 統
一
解釈 SC178 修 正 案 を提案 した

が 、合 意 に 至 ら な か っ た た め 、2010 年 4 月 に 開催 予 定 の

FP54 で の 合
一
意 に 向けて 検討が続けられて い る 。

　（1）プ ロ ペ ラ 没水 2／3状態 に 相当す る 喫水状態 （トリム 、

　　 横傾斜及 び船体動揺 は考慮 しな い ） に お い て 、非常

　　 用消火 ポ ン プが機能す る こ と 。

　（2） バ ラス ト水交換中の 経過状態 （2時間以 内）及 び停泊

　　　状態 （荷役中）を考慮す る 必要 は な い
。

4 ．IACS で最近採択 さ れ た技術決議

4．1 概要

　2009年 1月 か ら6 月 ま で に IACS で 採択 され た 技術決議 に

つ い て 、IACS 　CSR を表 1 に、　 UR を表 2 に、　 UI を 表 3 に そ

れ ぞ れ示す 。 こ れ ら決議 の テ キス トは IACS ホ ーム ペ ージ

〔hUp ：／／www ．iacs．org ．uk ／） に 公開 され て い る 。

　ま た、本会の ホ
ーム ペ ージ （http：〃 www ．classnk ．or ．jp／）

にお い て は、IACS ホーム ペ ージ に は掲載 され て い な い
、
　UR

及 び UI の ア ン ダー
ラ イ ンバ ージ ョ ン （改正 前 と改正 後 の 変

更箇所 を明 確 に した もの ）を掲載 して い る の で 、そ ち ら も

参照 され た い
。

4．2　採 択 され た決議 の内容

　表 1か ら表 3 に て 示 した IACS決議の 内 容 を以 ドに紹介す

る 。

4．2．1　 ばら積み貨物 船用 CSR

　2008年版 の ば ら積み貨物船用 CSR に対する
一

部改正 と し

て、Rule　Change　Notice　1が 採択 さ れ た。本改正 は、　 Rule

Change　1−1 〜1−9 と し て 、以 下 の 通 り9件 の 改正項 目 よ り

構成 さ れ て い る。

　 ・ 1−1：ハ ル ガ
ー

ダ強度

　 ● 　1−2：ハ ッ チ カ バ
ー

　 ● 　1−3：ス チ
ー

ル コ イ ル

　 ・ 　1−4：最小寸法、倉内肋骨、グ ラ ブ荷役

　 ● 　1−5：直接強度解析

　 ● 　1−6：防 撓材 の 疲労評価

　 ・ 1−7：腐食予備厚

　 ・ 　1−8 ：波形隔壁

　 ・ 　1−9 ：主 機台

4．2．2　二 重船殻油 タ ン カ ー用 CSR

　2008年版 の 二 重 船殻油 タ ン カー
用 CSR に 対す る一

部改正

と して 、Rule　Change 　Notice　1 （RCN1 ）が 採択 され た 。 本

改正 の 主 な改正 項目は、以 下 の 通 りで あ る 。

　。　最小板厚算式

　・　ク ロ ス タ イ の 座 屈 の 端部支持条件及 び 許容応 力

　 ・ 船底 ス ラ ミ ン グ及 びバ ウ フ レ ア ス ラ ミ ン グ荷重 に 対す

　　 る 防撓材 の 結合部 の 評価算式

　・ 波 形 隔 壁 に 下 部 ス ツ
ー

ル が ない 場 合 の 内 底板 及 び ホ ッ

　　 パ 斜板 の 板厚

　 ● 船首尾部 に お ける 桁 の 最小 ウ ェ ブ 深 さ

　 ●　疲労評価 に おける グラ イ ン ダ効果

　 なお 、木改正 は、2009年 7 月 1 凵以降 に建造契約 を 締結

す る 船舶へ の 適用 が 予定 され て い た が 、国際業界団体 か ら

船底及び 船側外板 の 最小板厚 の 規定 の 見直 し、ない し更な

る技術背景の 説明を 求め る 強い 要請を受け、Counci1は 当該

改 TEI”定 に つ い て 再審議 を行 うこ と、及 び こ の 審議完了 ま

で 本改正 の 適用 を延期す る こ と を決定 した 。

4．2．3　URE20 （改正 ）

　 本 UR は、機関室 に 設置 され る 水噴霧式局所消火装置 に

関す る 水噴霧 に よる 影響 を考慮 した 周辺電気機器 の 保護要

件 を規定 して い る 。 制定当時 か ら、要求保護 グ レ
ードの 厳

しさ が機器 メ
ー

カ
ー・

造船所 か ら指摘 さ れ 、今回 の 改 正 で

は、木会 が 既 に実施 して い る試験等 に よ り保護 グ レ
ードの

同等性 を確認 し、 そ の 使用 を認 め る こ とが で き る と の 規定

が 追 加 さ れ た。

4．2．4　URZ23 （改正 ）

　 本 UR は 、 新造時 の 船体 に 関す る検査 の 要件 を 規定 した

もの で あ り、主 な改 正 点 は、次の とお りで あ る 。

　 ・ 造船所 の 品質管理 を確認す る 目的で 行 わ れ る 建造設

　　 備の 検証規定を、検証 の 目的が 明確 とな る よう改 め

　 　 た。

　 ・ 　新造 船 プ ロ ジ ェ ク トの 検査 開始前 に行 わ れ る検査 計画

　　 策定につ い て、シ リ
ーズ 船 の 2番船 以 降の 取 り扱い を

　　 1月確 に した。

・ PSPC （Perforrnance　Standard　for　Protective　Coatings）

　　 に 関連する検査規定を含 む よ う改 め た。

4．2、5　URZ7 及 び Z10シ リ
ーズ （改正）

　本 UR は 、就航船 の 船体に 関す る定期的検査 の 要件を規

定 し た もの で あ り、UR 　Z7 に お い て
一

般 的 な 要 件 を、　 UR

Z7．1、　 Z7．2並 び に Z10．1からZ10，5にお い て、そ れ ぞれの 船

種 に 対応 し た 要 件 を規定 して い る 。今 回 の 改正 の 主 な改 正

点 は 次 の とお りで あ る。

　 ・ 　板厚計測前 に 行われ る検査員、船主、計測業者、及

　　 び 船長 との 問 で 行 わ れ る 打 ち 合わ せ に、船長 に 指名 さ

　　 れた適当な資格の あ る者が、船長の 代わ りに参加で き

　　 る よ う改め た 。 （Z10 シ リ
ーズ）

　○ 　防食措置 に 関す る 定義 を UR 間で 統
一

し た。（Z7 及 び

　　 Z10 シ リ
ーズ ）

4．2．6　Ul　COLREG 　3 （改正 ）

　 COLREG 　1972 付属書 13 （b）に お い て 、舷灯 の 設置位 置

は、舷側 また は そ の 付近 に 設置 しな けれ ば な ら な い と規定

され て い る 。 この 設置位置 の 解釈 と して 、従来、船側 か ら

測 っ て 、船幅の 10 ％ も し くは 2m の い ず れ か 小 さい 距離 よ

り船側側 との 解釈 を定 め て い た が、今回の 改正 で は、船幅

の 10％ も し くは 1m の い ず れ か小 さい 距離 に改 め た。
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4．2．7　UI　SC232 （新規制定）

　 本 UI は、2台以 上 の ボ イラ
ー

を搭載 して お り、かつ そ の

各 々 の ボ イ ラ
ー

に 対 し
一

系統ずつ の 給水装 置 が 備え ら れ て

い る 場合、SOIAS 条約 で 規定 され て い る給水系統 の 冗 長性

の 要件 に 適合 して い る こ と を明確化 した もの で ある 。

4．2．8　 UI　LL76、　 SC234 、　 MPC96 （新規制定）

　 本 UI は、　 LL、　 SE 及 び 10PP に 関す る新造時 の 初 回条約

検査 の 要件 を 明確化 した もの で あ り、IMO 決議A ．997（25）

（HSSC の 下 で の 検査 ガ イ ド ラ イ ン ）に 規定 さ れ る 関 連検査

要件の 統
一

的 な適用 を 目的 と して い る 。

4．2，9　 UI　LL75 （改正 ）

　 本 UI は 、　 LL 条約 で 要求さ れ る 損傷時復原性計算 に お い

て 、貯蔵品収容場所が浸水す る 場合 の 浸水率 を 0．95 とす る

との 解釈 を定 め て い る 。 今回の 改正 で は、技術的内容 に 変

更 は な い も の の 、瞹昧 で あ っ た 施行 H の 記述 を 1月確 な も の

に 改 め た 。

4．2．10　 Ul　SC233 （新規制定）

　L／SA コ ードに お い て 救命設 備 は 極め て 見 や す い 色 と し な

けれ ば な らな い と規定 して い る の に対 し、本 皿 は、極 め て

見 や す い 色 と は 強い 色 彩 の もの で あ り、 救命艇 の 外側 の 色

と して 自や グ レ
ー等の 無彩色 は 認め られ な い との 解釈 を 定

め た 。

4．2．11　 UI　SC227 （新規制定）

　SOLAS 　II−1／3−2規 則 で は、全 て の 専用 海水 バ ラ ス トタ ン

ク は PSPC に従 っ た 防食措置 を 施 さ な けれ ば な らな い と 規

定 して い る 。 本 UIは、次 の タ ン ク は専 用 海水 バ ラ ス トタ ン

ク とはみ なさ れず、PSPC へ の 適用 を免 除 で きる との 解釈

を定め た 。

　・ 　19691TC証書にお い て、　 Net　Tonnageに含まれ る 区画

　　 と され た バ ラ ス トタ ン ク

　・ 　グ レ イ ウ ォ
ーターの 運 送 に も指定さ れ た 旅 客 船の 海 水

　 　 バ ラ ス トタ ン ク

付録 　 IAGSの技術 決議 （Technical　Resolutions＞

共 顳 則 （Common 　Rules）

　広範 囲 の 船級要件をカ バ ー
す る IACS統 一

規則 の こ とで 、

各 メ ン バ
ーは 自身の 船級規則 へ 取入 れ なけれ ば な らず、そ

れ を留保す る こ とは で きな い 。共 通 規 則 と し て は 、二 重船

殻油 タ ン カ
ー

用 と ば ら積 み貨物船用 の 2 つ の 共通構造規則

（Common 　Structural　Rules （CSR ））が あ る 。

統
一

規則 （Unfied 　Requirements、　UR ）　：

　船級協会 の 特定 の 規則要件 や その 作成 の 基 と な っ た一
般

的な 原理 に 関す る 要件 を決議 と して 採択 した もの 。原則 と

して 、各 メ ン バ ーは採択後 1年 以 内 に 自身の 船級規則へ 取

り人 れ る必要 が あ るが 、それ を留保す る 権利 も残 され て い

る 。 船体強度、復原性、防火 設備、機関設備、電 気 設備 、

材料及 び溶接、検査 に 関す る もの など、多岐 に 渡 る 。 な お、

UR に定 め られ た 要件 は、最低要件 で あ り、各 メ ン バ ーが

独 自に よ り厳 しい 要件 を定 め る こ と もで き る。

統
一
解釈 （Unified　lnterpretation、

　 UI） ：

　SOtAS 条 約 、　 MARPOL 条 約 と い っ た 国際 条 約 の 規 定を

実施す る上 で 必要 な 要件 を決議 と して 採択 した もの で 、 当

該条約 にお い て 、 旗国政 府 に裁 量 を 与えて い る規定 や 瞹 昧

な 語句に対す る解釈を含む。工ACS 統
一
解釈 は IMO に提 出

され、審議 さ れ る。なお 、各メ ン バ ーは、旗国政府が 関 連

規定 に関す る明 確 な指示 や解釈 を提示 して い る場 合 を 除 き、

UI を適用 しな け れ ばな ら な い 。

手順 要作 （Procedural　Rcquirements、　 PR） ：

　IACSの 正 会員及 び準会員が 従うべ き手順 に 関 す る 要t’「：を

定め た もの で あ り、GPG で 合 意 した 期 間 内 に各メ ン バ ー
の

実務及 び手順 に取 り人 れ る必要が あ る。

5 ．お わ り に

　 前号よ りIMO 及 び IACS の 動向 に つ い て 、定期的、継続

的 な紹介 を 行 うこ と と し て 以来、今号 が IACS の 動向 を紹

介す る 最初 の 記事 と な る こ とか ら、通常 の IACS に お ける

審議内容 の 紹介 に加え、IACS の 目的、組織、及 び IACS で

の 本会の 役割 を記述 し た 。 次 号以 降 は、IACS に て 審議 中の

事項及 び IACS に て 採択 され た 技術決議の 内容 の 紹介 を 中

心 に、記事 を掲載する 予定 で あ る 。

　 こ れ らの 記事が、IACS 及 び船級協会 に お ける 活動 の 理 解

の
一

助 とな れ ば幸 い で あ る 。

酷 （Recommendation ）

　 IACS の 加盟船級 は 、必ず し も勧告 に従 う必要 は ない が 、

あ る 技術要件 に適合す る た め の 、何 らかの 有用 な指標 を 与

え る も の で 、場合 に よ り実例 や モ デ ル の 形 で 供 さ れ る 。 勧

告 で あ っ て も、各船級協会 の 独自の 判断 に よ り船級規則 や

実務 に 取 り入れ られ て い る場合が ある。
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表 1　2009 年 1 月一6 月 に採 択 さ れ た CSR （共 通 構 造 規 則 ） の 改 正一
覧

規則名 改訂 採択 目 適 用 日

CSRfor 　Bulk 　Carrjers 2009RuIe　Change　Notice　1 30 」齟 2009 1血 1．2009

CSR 　for　Douhlc　Hul10正l　Tankers 2009Ru 匝e　Change　Notice　l 30 」跏 2009 lJul．2009

表 2　2009 年 1 月
一6 月 に 採択 さ れ た UR （統

一
規則） の 改正

一
覧

UR 番号 改訂 採択 凵 タ イ トル 適 用 日

E20 Rev．1 Jun．2009

Insta匡la廿on 　ofelectrical 　and 　electronic 　equipr 皿 el〕t　jn

cnginc 　rooms 　protected　by　fixed　walef −bascd 　local

application 　fire−fighling　sy ヨtems （FWBLAFFS ）

一

Z23 Rev．2 Apr．2  09 Hu 旺 Survey幻r　New 　Construction Uu1 ．2010

Z7Z7

．lZ7

，2ZlO

．1ZlO

，2Z10

，3Z

亅0，4Z10

．5

Rev ，16Rcv

、6Rev

．2Rcv

．16Rev

，27Rcv

．ユ1Rev

．7Rcv

．9

Mar．2009

Hull　C⊥assi 月cation 　Survey

H ロ正ISurveys　fbr　General　Dry　Cargo　Ships

Hull　Surveys　fbr　Liquefied　Gas　Carriers

HuU 　Survcys〔｝f　Oil　Tankcrs

Hull　Surveys　of　Bu監k　Carriers

Hull　Surveys　of　Chemical　Tarlkers

Hull　Su1’Ψ eys 〔｝fDouble　Hull　Oil　Tankers

H “ll　Survcys　of　D 〔川 b正e　Skin　Buik 　Carriers

lJul．2010

表 3　2009年 1月
一6月 に採択 され たUl （統一解釈）の改正 ／新規制定一

覧

UR 番 号 改 訂 採択 日 タ イ トル 適用 凵

SC208 C 〔〕rr，2＊ Jun ．2009
SOLAS 　XII ！65 ，lin 　terms 　ofprotection 　of 　cargo 　holds 　from

loading！discharge　equipment
1∫ul．2006

COLREG3Rcv ．1 May 　2009 Interprctation　to　COLREG 　l　972　Annex 　l，Sec［iol13（b） 1」跏 ．2  10

SC232 New May 　2009 Steam　Boilers　and 　Boiler　Feed　Systems lJ跏 ．2010

LL76SC234MPC96

New Apr．2009 lnitial　S［aIutory 　Surveys　at　New 　Construction lJul．2010

SC223 Corτ．2＊ Apr．2009

For　Appiicatioll　of 　SOLAS 　Regulation　I−1／3−2

Pe   ormance 　Standard　fbr　Protective　Coatlngs（PSPC ）

for　dedicated　seawater 　ba至lasUanks　in　all　types　of 　ships

aエ〕ddouble−side 　sk 血 spaces 　of 　Bulk　CarTicrs、　adopted

by　Resoluti〔〕n　MSC ．215（82）

1JuL　2008

LL75 Rcv ．1 Mar ．2009
Permeabi 】ity　of 　store 　space 　in　the　damage 　stability 　calculation

（Regulation 　27（3）＆ （8．d））
lJul．2009

SC233 New Feb ．2009 LSA 　Code −lifbboat　extcTio τ colour 1Jul．20正0

SC227 New J細 ．2009
The 　dedicated　seawaIer 　ballas［tanks 加 SOLAS 　Chapter 　II4

（RegulaIion　3−2）

Acc 。rding 　to

　 Reg．3−2

kCorr ．は Corrigendaの 略 で 、原則 と して 内容の 変更 を伴 わ ない 誤植等 の 修正 を擣 す。
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